
令和3年度林野庁国有林間伐・再造林推進コンクールで
優秀賞を受賞した（有）庄司林業に賞状を伝達しました

「令和３年度国有林間伐・再造林推進コンクール」において当署管内にある大江町の有限会社庄司

林業様が優秀賞を受賞され、令和４年２月２５日（金）に山形森林管理署において林野庁長官からの賞

状を伝達しました。

国有林間伐・推進コンクールは、国有林野事業で実施した間伐、主伐・再造林及び立木販売におい

て、法令の遵守、安全の確保及び担い手の育成に積極的に取り組むとともに、高い生産性を達成した

優れた事例を表彰するもので、本年度は、令和３年１１月２６日に林野庁で開催した審査委員会におい

て、全国の各森林管理局から推薦された事例を対象に審査が行われ、林野庁長官表彰として最優秀

賞に１事業体、優秀賞に４事業体が決定されたものです。

優秀賞を受賞した同社は、当署が発注した間伐事業を実行する中で、「ＵＡＶレーザー測量を活用し

た林地情報取得による生産性の向上と地位判定による適地適木を核とした民有林施業への応用実証、

ワークライフバランスの質の向上」をテーマに、間伐の事前調査として小型無人機ドローンによるレー

ザー測量を導入して作業の効率化を図ったことや、従業員の負担軽減によって有給休暇の取得率が

向上したことなどが林野庁において評価されました。

当日は、同社から庄司樹社長、鈴木雅也次長が来署され、庄司社長からは、「ドローンレーザー測量

の導入により詳細な地形や樹木の本数を把握できるようになり、現地調査の労働生産性が導入以前に

比べ約１．７倍となり、従業員の負担軽減につながったとにより有給休暇の取得率も約１．３倍となった。

今後も効率化に努め、胸を張って働ける会社づくりをしていきたい」とコメントを頂戴しました。

当署では、引き続き、林業事業体の育成強化を図りながら、国有林をフィールドとして新しい取組への

応援に努めていく考えです。


